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第 2四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正、 

並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 2025年５月 15日に公表しました 2026年 3月期第 2四半期（中間期）累計期間の連結業績予想値と

本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、2026 年 3 月期

通期連結業績予想並びに配当予想を下記のとおり修正しましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年 3 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想と実績値の差異（2025年 4 月 1日～2025年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
中間純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円  

18,500   

百万円 

1,100  

百万円 

1,200  

百万円 

800 

円 銭 

34.68 

今回発表業績（Ｂ） 17,763  1,504  1,657  1,149  49.82 

増減額（Ｂ－Ａ） △736  404  457  349  － 

増減率（％） △4.0  36.8    38.1  43.7  － 

（ご参考）前期実績 

2025年 3 月期中間期 

 

18,045  

 

1,194  

 

1,382  

 

951  

 

40.36 

 

２．差異の理由 

  国内市場の需要の堅調な推移に加え、適正価格の反映などの営業努力や一般管理費等のコスト削減

により、化学品セグメントの化薬分野、電子材料分野およびセラミック材料分野に加え、金属加工セグ

メント及びエンジニアリングサービスセグメントが堅調に推移したことから、当初の予想を上回ること

となりました。 

  



３．2026年 3月期通期連結業績予想の修正（2025年 4月 1日～2026年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想

（Ａ） 

百万円  

39,000   

百万円 

3,100  

百万円 

3,350  

百万円 

2,700  

円 銭 

117.04 

今 回 発 表 予 想

（Ｂ） 

38,000  3,500  3,700 2,850  125.25 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000  400  350  150  － 

増減率（％） △2.6  12.9  10.5  5.6  － 

（ご参考）前期実績 

2025年 3月期  

 

36,914  

 

3,046  

 

3,320  

 

2,570  

 

109. 07 

 

４．修正の理由  

  通期の業績につきましては、第 2四半期（中間期）累計期間までの業績を踏まえ、下半期も期初計 

 画に沿って順調に進捗する見込みであることから、営業利益は販売減少分をカバーし、当初計画を上 

回る見通しです。 

  これらを考慮し、売上高、営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属する当期純利益について業

績予想を修正いたします。 

 

５．配当予想の修正 

 年間配当額 

基準日 第 2四半期 期末 合計 

前回予想 

（2025年５月 15日公表） 
0円 00銭 36円 00銭 36円 00銭 

今回修正予想 －  38円 00銭  38円 00銭 

当期実績 0円 00銭 －  －  

前期実績 

（2025年 3月期） 
0円 00銭  36円 00銭  36円 00銭  

 

６．配当予想修正の理由 

  当社は、グループ財務方針として、最適資本構成を踏まえた適切な株主還元の実施を掲げており、

配当性向 30％以上を目標としております。 

  当期の期末配当予想としては、上記の通り親会社株主に帰属する当期純利益の見通しを上方修正 

したことから、普通配当として当初予想から 2.0円増額の 38.00円とさせていただく予定です。 

 

 （注）上記に記載しました予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し 

    ております。実際の業績は今後様々な不確定要素によって予想数値と異なる可能性がありま 

    す。 

以 上 


